












































0塩田 輝実D、 石倉 久嗣り、豊野 勝之・、
酒井 朋子・、守田 フミ子い、西崎 艶ヂ '、
中西 光子い、杉本 直子い、新居 ますみい、
小原 富子い、兼子 初音い、上田 清志い、
浅井 康輔い、坂本 陽一D、
大久保 真由美"、 高見 京子コ、日浅 麻織J
【はじめに】当院は、地域医療支援病院、救急救
命センターなどの特殊機能をもつ病床数405床の急
性期総合病院で、2007年度の平均在院日数は8.6日
である。2006年4月よりDPCが導入され、同時に院
内感染防lL対策委員会 (ICC)よりICTが発足し活
動を開始した。抗菌薬を適正に使用することは、患
者さんにとつて有益であると同時に、病院にとつて
も経営上のメリットがあることはすでに矢口られてい
る。今回我々はDPC導入以前と導入後の出来高と
DPCの診療報IIIを比較検討した。【方法および結果】
抗菌薬の総使用量は徐々に減少し、DPC導入、ICT
発足後はより顕著になつていた。診療情報録からの
データでは術後抗菌薬投与日数の短縮が得られ、1
日あたりの使用本数の増加がみられた。これら予定
手術施行患者さんを対象に、病院経営サポー トシス
テム 「gttasd(ヒラソル)」 で、DPC導入後の診療
報酬を出来高で再計算し、DPCとの差額を比較した。
出来高は徐々に減少し、DPC導入前の仮想 DPCと
の差額3%から、本年1月では5.4%となつた。この
差額分が病院の収益となりうると考えられる。【考
案】ICTの発足によりPK/PD理論に基づいた適切
な抗菌薬使用が徐々に根付いていることが示唆され
た。DPCでは、適正な治療により医療の質を上げ
るのみならず、病院経営上のメリットにもつながる
ことを、予防的抗菌薬の適正使用による効果として
報告する。
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